
□1  
【出題意図】地震および日本列島の地体（帯）構造の理解を問う 

問 1【解答】 

 P 波 D/5 秒 

 S 波 D/3 秒 

 震源からの距離 D 15T/2 km 

問 2【解答】 

 地震 A ○う  

 地震 B ○き 

問 3【解答】 

 地震 A に関する構造線 糸魚川-静岡構造線 

 地震 B に関する構造線 中央構造線（仏像構造線も可） 

 

 

２ 
問 1【出題意図】岩石の構成鉱物の特徴、マグマの発生および変成岩の形成環境

に関する理解を問う 

【解答】A: 輝石 

B: 斜長石 

C: かんらん石 

問 2【出題意図】1)プレートの収束境界でマグマの生成するプロセスを問う問題 

  【解答】2)高温低圧型変成作用（高温低圧型の接触変成作用）  

【解答】C 

 

  



□3  【出題意図】地質図に関する理解と地質図と化石情報などからその地域の地

史を組み立てる力を問う。 

 

問 1（上の図），問 2（下の図）  

【解答】赤線（地層境界）、赤太線（断層）が解答，細破線は補助線 

 
 

問 3【解答】 （1）NS（南北） 45°E（東）  （2）下降,   正  

問 4【解答】 EW（東西） 90°（垂直） 

問 5【解答】 B 層，D 層 

問 6【解答】 C 層，B 層，A 層，断層 E，D 層，岩脈 F 

問 7【解答】 A 層：新第三紀，B 層：古第三紀，C 層：白亜紀，D 層：第四紀 

 

  



 
 
 
【出題意図】恒星の放射エネルギー、地球のエネルギー収支、および大気の大循環に

関する基礎知識と関連する文章の読解力および思考力を問う。 

問１ 
【出題意図】 地球のエネルギー収支、および大気の大循環に関する基礎知識を問う。 

【解答】 A：太陽定数，   B：吸収，  C：亜熱帯⾼圧帯，   D：ハドレー循環 
問２ 
【出題意図】恒星の放射エネルギーの知識を基に物理的思考から解を求める能力を

問う。 

【解答】 太陽の光球の表面積は 4πR2 であり，この表面から放出される放射エネルギ

ー量はシュテファン・ボルツマンの法則により，σT4 である．よって，光球全体からは以

下の放射エネルギーが毎秒放出されている． 

4πR2×σT4 [W] 

このエネルギーが減衰することなく，地球と太陽の中心との距離 L を半径とする仮想的

な球面に到達するので，エネルギー保存則より以下のようになる． 

4πR2×σT4 = 4πL2×I 

ここで，I [W/m2]は太陽定数である．この式を変形することで，太陽定数を計算する以

下の式が得られる． 

I = (R2/L2)×σT4 

問３ 

【出題意図】 大気の大循環に関する知識を基に地球環境変化について考える能力

を問う。 

【解答例】 

熱帯収束帯は上昇気流が卓越するエリアであり，降水量が多い。そのため，熱帯収束

帯の移動範囲が変化することで，降水量の時空間分布が変化し，農業に影響すること

が考えられる。 

（82 字） 
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